
  

 
オートポリス ゴールドカップ 第５戦 

２０１９年 １１月 １７日  天候:晴れ  参加１９台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オートポリス SーFJ シリーズ最終戦は、チャンピオンに王手をかけた益田が、ランキング 2位の篠田に

対し、どう攻略するのか注目される 1 戦となった。そして今回、鈴鹿から 3 選手が遠征してきている。

こうして全 19 台が集結しオートポリスでは近年で最も多くの参加台数が集まり、賑やかなムードに包

まれた。気持ちの良い小春日和、だがレースは熱く激しい展開が待っていた。 

 

≪予選≫ 

コースインが始まり、多くの車がタイヤを温める、そして、これからタイムアタックという時に、2 台

の車のアクシデントにより赤旗が提示された。そして、残り時間 10分 42 秒で再開された。 

最初に 2 分 00 秒を出したのは遠征組の佐藤、続いて益田が、吉元が、そして篠田がタイムを更新する

という目まぐるしく順位が変動する。やがてチェッカーが振られ、見事にポールを獲得したのは益田、

続いて吉元、佐藤、篠田、浜久保が、そして遠征組の宇高が続いた。 

 

 

 

 

 



≪決勝レース≫ 

 

13 時 25 分、今シーズン最後のオートポリス戦、決勝の幕が切って落とされた。 

ポールの益田はスタートで出遅れ、ホールショットを奪ったのは 4番手から好スタートで上がった篠田

だ。「フォーメーション時に良いスタートが出来たので調子に乗ってしまい、足の位置合わせをしてい

たらギアが抜けて 3速に入ってしまったのですが、すぐ切り替えて 2速発進にしました」とはポールの

益田。そのスタートで遅れた益田は中段にまで順位を落とした。 

オープニングラップは篠田を先頭に、3 番手スタートの佐藤が 1 コーナーをクロスラインで順位を上げ

て 2番手に、吉元、宇高が続いた。 

2 周目からはスタートで一旦、順位を落

とした益田の猛追撃が始まる。3周目に

は宇高を捉え 4位に浮上。そしてトップ

グループの篠田、佐藤、吉元が等間隔で

競う後ろに、ファステストラップを記録

しながら近づいて行く。 

一方、先頭の篠田を追いかける 2位佐藤

が 6周目とストレートで並ぶと、ついに

トップに踊り出る。形成が変わると 2番

手の篠田、吉元、そして追い上げてきた益田の三つ巴の争いとなった。 

やがて益田は吉元を捉え表彰台圏内まで順位を取り戻す、その勢いは留まることなく篠田との争いに。

直後に続いていた吉元だったが7周目のジェットコースター下で曲がり切れずにコースアウトを喫し万

事休す。 

そして 9周目の 1コーナーで益田は篠田を交わして 2番手まで浮上してくる。しかし、残り時間は殆ど

なく、先頭の佐藤は後続の激しい展開からは一歩抜け出してトップをキープし続けた。 



そのままチェッカーを受け、19歳の佐藤が優勝を飾る。怒涛の追い上げを見せた益田は 2位でシリーズ

チャンピオンを決定。篠田は 3位表彰台となったが、悔しさのある結果となってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<優勝 佐藤巧望> 

予選は最後の 1周に賭けたら 3番手で・・・悔しかったです。決勝でのペースは悪く無いと思ったんで、

スタートを無難に決めた結果、1 コーナーで前に 2 台いたのでクロスをかけて出ました。ここで 2 位に

上がれて、トップに立ってからは、後ろから凄い勢いで後続が来ているのが分かったので、なるべくミ

ラーを見ずにいようと(苦笑!)。レース中はアンダー気味で、そこが課題でしたね。鈴鹿以外で初めて走

ったのがここですけど、面白いサーキットだと思いました。日本一決定戦に向けて、よい結果が出せた

と思います。 

<２位 益田富雄 シリーズチャンピオン獲得> 

目標のポールを獲れて良かったけど、スタート失敗はまずかったですね。その分トップまで戻らねば、

という気持ちがより大きくなって・・・。チャンピオンは、やはり勝って決めたかったですね。敗因は

自分のミスです。あと 1周あればトップに出れたんではと思っています。それぐらい調子は良かったの

に、やはりスタートがネックでしたね。 

<3 位 篠田義仁> 

好スタートでトップに立てたんで、そのままオープニングから行くしかない、と思いました。ホールシ

ョットを奪えましたが、その後はミラーに速い選手が映りだしたので。なるべく見ないでおこうと思い

ました。うーん、今回は自分のペースが掴めなかったですね。ラップタイムが均衡しているのも分かっ

ていたんですが、突っ込み過ぎたり・・・まとめることが出来ませんでした。来シーズンこそはチャン

ピオンを獲りたいですね。遠征組が皆さん楽しんで来てくれるので、もっともっと台数が増えるといい

な。ここでやっている限りはホーム陣が頑張りたいですけどね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 


